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第１５０回記念 市政４０周年記念 ロビーコンサ

ートに⾏ってきました

こんな素敵なポスターにつられ、市⺠プラザロ

ビーコンサートへ⾏ってきました。

今回はロビコンサート150回記念と市制40

周年記念ということで通常の⼆倍の2時間枠

でのコンサートでした。

盛り沢⼭の内容をたっぷりと堪能させていただ

きました。

では、ご⼀緒にどうぞ！！

春ちゃん

本⽇曇天ロビコン⽇和？！

この季節、強い⽇差しのない曇天が

⼀番です。

会場の東久留⽶市役所に勇んで駆

けつけました。 まずは⼤きな看板のお出迎えです。

受付が始まっていました。

随分早く来たのに、既にかなりの⼈が

来ていました。

なんだかワクワクとしてきました。

今までのロービーコンサート開催内容

の⼀覧表がありました。

フムフム、新市庁舎完成時から始まり

今回で150回、様々な⾳楽が演奏

されてきたんですね。

歴代のロビコン（ロビーコンサート）ポ

スターも勢揃い。

現在は市⺠プラザのスタッフの⽅が作

成されているそうです。

お花の作品展が同時開催されていて

会場を華やかに盛り上げていました。

作品は：

『フラワーアレンジメントspazio』の

⽅々のものです。

ゴージャス！ キッズコーナーにも沢⼭の作品があり

ました。

市役所の⼀⾓に和みの空間ができま

した。

「おこしやす」と書いてありました。

「お邪魔しま〜す。」と⼼の中でご挨

拶。

作品鑑賞の⼈も増えてきました。 そうこうしているうちに、コンサート会場

は開演を待つ⼈々でいっぱいに。

それでも、まだまだ来場者は途切れま

せん。

この⽇の来場者総数約430⼈ですっ

て！

司会の⻑⾕川さんの声が、ロビーコン

サートの開幕を告げました。

まずは『弦楽四重奏曲第⼆番 ボロ

ディン作曲』の第⼀楽章〜第四楽

章。

おだやかな曲想に籠められた叙情に、

うっとり聞きほれた春ちゃんでした。

写真提供：りきムーナ

第⼀ヴァイオリン：安部真⼸

第⼆ヴァイオリン：⿅野友⼦

ヴィオラ： ⻑⾒早苗

チェロ： 今⽥⾏江

の皆様でした。

写真提供：りきムーナ

第⼆部はマリンバ＆ヴィブラフォンで

す。

流れるような弦の響きとは打って変わ

ってボサノバ、ルンバ、ジャズが軽快な

テンポで演奏されました。こちらはヴィ

ブラフォン奏者のマリウス・シンクーナス

⽒です。リトアニア出⾝で昨年来⽇さ

れ演奏活動をされているそうです。

写真提供：りきムーナ

マリンバの⻘⽊⾥⼦⽒。

ヴィブラフォンは鉄琴マリンバは⽊琴の

親分かな。柔らかな⾳⾊を⽣かした

演奏は優しくまろやかですが、全⾝を

使ってのマレット捌きは超ハード！！

左右の⼿に⼆本ずつ持っているが分

かりますか？

⻘⽊さんは、前述のイケメン、マリウス

⽒の奥様だそうです。これからもお⼆

⼈で素敵な⾳楽を聞かせてください。

写真提供：りきムーナ

第三部は前原はるみ⽒による歌。

『夏は来ぬ』『春が来た』など誰もが知

っている⽇本の四季の歌。

⾝を乗り出して⾸をふり⼿で調⼦をと

ったり⼩声で⼝ずさむ姿が其処かしこ

に。和やか〜な雰囲気に包まれまし

た。

写真提供：りきムーナ

『アヴェ・マリア』の独唱の後は『いのち

の歌』の弾き語りです。

写真提供：りきムーナ

『ヴォーカルグループ つばさ』

と『世界にひとつだけの花』を熱唱。

『つばさ』さんは⼩学⽣から⼤学⽣の

素敵なお嬢さん⽅。

明るく元気な笑顔と歌声に私たちも

ニコニコ顔に！

写真提供：りきムーナ

輪飾りの⻑さは１８０M！

この輪飾りは、「繋げようロビコンの輪」

として今年２⽉から来場者・出演

者・市⺠プラザスタッフの⽅々で作りつ

づけたものだそうです。会場にいっぱい

の輪飾りが溢れていました。ロビコンで

⽣まれた⼈の輪や和が、こんな⾵に

繋がり広がっていきますように！

写真提供：りきムーナ

出演者の皆さんによるジョイントコンサ

ートです。

♪花の咲く街 おはよー♪

ご存知ですか、『東久留⽶市⺠の

歌』の出だしです。40年前、市制移

⾏時に作られたそうですが歌い易いん

ですよ。♪おはよ〜 おはよーと会場

のみんなで合唱しました。

写真提供：りきムーナ

出演者による『カノン』のジョイント演

奏の後、『ふるさと』を全員⼀緒に歌

い第１５０回市⺠プラザロビーコン

サートは⼤きな拍⼿のうち終了しまし

た。

写真提供：りきムーナ

ロビーでは市制施⾏４０周年記念と

して『市になったころの東久留⽶』写

真展も開催されていました。

早速拝⾒いたしましょう。

わぁ 不動橋下流の落合川ですっ

て！！

今やすっかり様変わりしてしまい、当

時の⾯影は写真に残るのみです。

写真所蔵：東久留⽶郷⼟資料室

無断転⽤不可

幸町四丁⽬の街道⾵景。

「いやぁ、こんなだったかなー ⾃分は

それ程変わってないつもりだけど、こん

な写真を⾒ると時代は随分変わった

んだなぁ。」「懐かしい。」等々盛り上

がっていました。

この写真展は７⽉１０⽇までやって

います。

他⽇、何⼈かに感想を聞くと「たまた

ま⽴ち寄ったが⾯⽩かった。」「こんな

展⽰があるといいね。」など好評でし

た。

写真所蔵：東久留⽶郷⼟資料室

無断転⽤不可

幅広い年齢層の⽅々が懐かしそうに

あるいは珍しそうに⾒ていました。

こんな可愛い花束を持った若者の姿

もありました。

市⺠プラザのロビーコンサートは⽼若

男⼥、多くの⽅々が集まる場なんで

すね。

ふと⾒ると、先程開演の挨拶をされて

いた所⻑さんや受付や写真撮影の

⽅々が黙々とステージの掃除をしてい

ました。客席⽚付部隊も奮闘中で

す。縁の下の⼒持ち、本⽇のロービー

コンサートを主催されたNPO法⼈ワー

カーズコープの皆様です。

ありがとうございました。

⾚いピアノ。

それはロビーコンサートだけでなく東久

留⽶市役所の象徴とも⾔える存在。

新庁舎の落成時からロビーにデンと腰

をすえ東久留⽶市⺠を⾒守り続けて

いるのですから。

その⾚いピアノさんにロビコンのこぼれ

話をうかがいました。

*********

「市⺠プラザロビーコンサートのおおも

とは中央公⺠館（現⽣涯学習セン

ター）のロビーでやっていたコンサート

らしいの。でもピアノが無いから様々な

楽器でコンサートをやっていたみたい。

市庁舎が新しくなってロビーにピアノを

置こうとなった時、スケルトンのピアノ

は？なんて話しもあったらしいけど私が

選ばれたの。ガラス張りの建物には、

⾚の⽅が映えるからかしら。で私が設

置されてロビーコンサートが始まった

訳。始めの頃は、年に何回がやる程

度だったの。

⽔曜の昼休みに開催していた時もあ

ったけど、⼦どもが参加できるようにと

⼟曜⽇に変更されたようよ。出演者

探しも⾊々やってたみたいで、ハープ

の時なんか演奏者の家までハープを

取りに⾏くなど苦労してたわ。⾊々な

ことがあったわよ。」

**********

試⾏錯誤を繰り返して今や、しっかり

地域に根付き１５０回を迎えた市

⺠プラザのロビーコンサート。これから

も東久留⽶のコンサートとして200

回、300回と益々発展しますように。

⾝近なところに楽しい出会いがあるっ

ていいですね。

皆様も⼀度は⾏ってみてください。

きっとロビコンファンになりますよ。

前の画⾯へ戻る ▲ページトップ

｜利⽤規約｜免責事項｜著作権について｜個⼈情報について｜お問合せ｜ Copyright©Higashikurume City All rights reserved.


